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１．有休付与タイミングについて１．有休付与タイミングについて

有休付与は、以下、２通りのタイミングで設定可能です。

（１）入社月により有休付与月が決まる

入社月から、６ケ月後、１年６ケ月、２年６ケ月後・・・・・・

というように法律条件に合致した月に付与が行われる

（２）入社月に関係なく毎年の付与月（４月等）が決まっている

有休付与管理の軽減のため付与月が定められている。

ただし、法律の最低条件を満たす様、１回目の定期付与までの補正付与にも対応。

（入社月により、それぞれ補正値を設定可能。）
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有休付与タイミング例（１）有休付与タイミング例（１）

・入社月により年休付与月が決まる
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有休付与タイミング例（２）有休付与タイミング例（２）

・入社月に関係なく有休付与月は決まっている（毎年４月等）

※調整付与：入社月毎に各月調整付与を定義することができます。（最長１年、複数の調整付与可）

上記例は、法律違反にならないよう、定期付与前に入社6ケ月経過する場合に、6ケ月経過時に10日の調

整付与を行う事例。
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２．有休付与テーブル２．有休付与テーブル

・労働条件により、複数の有休付与テーブルを定義できます。

（社員毎にどの有休付与テーブルを使用するかを選択可能）
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３．有休残管理３．有休残管理

有休オプションを導入することで、有休の残管理が可能となります。

（オプションなしの場合は、有休取得数のみ集計可能です。）

• 有休取得時（残管理）

「訂正画面」画面、「日別勤務状況」画面から有休の取得を行うと、有休残を減算し

ます。

有休が不足すると、有休の取得はできなくなります。

• 繰越条件

１年で取得出来なかった時の繰越条件（有効年数）を設定できます。

（時間休の取得が可能な場合は、端数を繰り越すかも設定可能）
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４．時間休対応４．時間休対応

時間休にも対応しております。

• 時間休取得可否

年休を時間休で分割取得可能可否かを設定できます。

（社員により、１日分を何時間の時間休に振替えるかも設定可能）

• 時間休への振替可能日数

年で何日まで、時間休に分割して取得可能かを設定できます。

• 繰越時の端数処理

年次繰越時に時間休端数を繰り越すか、切り捨てるかを設定できます。
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５．５．【【画面ｻﾝﾌﾟﾙ画面ｻﾝﾌﾟﾙ】】社員編集画面社員編集画面

社員登録時に年次有休付与条件

の設定項目が付加されます。

・入社年月日

有休付与時に勤続年数の基準値

として使用します。

・有休付与体系

有休付与テーブルの選択です。

・契約時間数（日単位）

１日有休を時間休に換算する単位です。

※※※※有休付与体系とは有休付与体系とは有休付与体系とは有休付与体系とは

貴社の社内規定に従い、有休付与タイミング、有休付与テーブルの情報をまとめ、

「有休付与体系」として、システム導入時に弊社にて設定させていただきます。
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６．６．【【画面ｻﾝﾌﾟﾙ画面ｻﾝﾌﾟﾙ】】月間勤務状況画面月間勤務状況画面

月間勤務状況画面にて、

有休取得状況に応じ、残

数の情報が表示されるよ

うになります。
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７．７．【【画面ｻﾝﾌﾟﾙ画面ｻﾝﾌﾟﾙ】】有休情報一覧画面有休情報一覧画面

各社員の有休付与状況及び、残数を

確認することが可能です
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８．８．【【画面ｻﾝﾌﾟﾙ画面ｻﾝﾌﾟﾙ】】有休付与消化履歴有休付与消化履歴

社員別に、月毎の有休付与、消化、

残数の推移を確認できます。

最新月の有休状況を調整することが

できます。


